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吊足場を考える（安全そしてこれから） 

 

〇吉川博之１） 

 

１．はじめに 

近年インフラメンテナンスの時代に入ったといわれる中で，構造物のメンテナンスに不可欠な仮設と

は何かを問われる場面が多くなってきているのではないでしょうか．建設の時代，橋梁の新設において

仮設は架設計画の中で検討され使われてきました．この時の仮設計画の多くは架設するためのものであ

り，その多くは構造物のメンテナンス時の対応が考えられていませんでした．では，橋梁維持において

必要とされる仮設はどのように対応されているのでしょうか．塗替え塗装の技術の進化に追いついてい

るのでしょうか．更新改良工事についてはどうでしょうか．そもそも足場に代表される仮設は進化して

いるのでしょうか．それを取り巻く情勢はどうなっているのでしょうか． 

任意仮設の考えのもと，これまで大多数の仮設は施工者に委ねられてきましたが，インフラメンテナ

ンスの時代に入り，それは工事を行う上で大きな役割を担うものであることの認識が進んでいます．仮

設計画そのものが工事実行の可否に関わる場面も出てきています．それらの状況に対応していくために

仮設に対する正しい知識を持つことが重要であると思います．もちろんそれは安全にも直結しています． 

こうした状況を踏まえて，本稿は特に吊足場に着目して述べるものです． 

 

２．我が国の建設業における労働災害の発生状況 

2.1  労働災害（死亡災害）の推移 

我が国の労働災害の発生状況１）を図１に示します．これによると死亡者数 774 人のうち建設業が 281

人と約 3 割を占め，ほぼ 1 人／日の割合いで死亡事故が発生している状況にあります． 

 

 

図１ わが国の労働災害の発生状況（死亡災害） 

 

 

 

 

 

1) 全国仮設安全事業協同組合 〒103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町 15-18 EDGE 小伝馬町ビル５F 
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2.2 災害発生種別 

建設業における死亡者の災害種別１）を図２に示しますが，これによると死亡者数のうち約 4 割を墜落・

転落が占め，その数は約 100 名に達するほどになっています． 

 

図２ 建設業における労働災害死亡者数の推移（災害種類別） 

 

2.3 「墜落」の発生箇所 

2.2 において建設業における死亡者のうち約 4 割が墜落・転落と言う状況を示しましたが，さらに墜

落による労働災害発生箇所２）３）を図３に示します．それによれば足場からの災害は約 2 割，毎年 20 名

を超える状況となっています． 

 
図３ 発生箇所別にみた「墜落」による労働災害死亡者数の推移 

 

2.4 被災時の行動 

 「足場から墜落」による死亡者の被災時の行動の内訳２）３）について図４に示します．これをみると組

立解体の作業時より，足場を使用している時の方が事故発生率の高いことが解ります．これから読み解

くと組立解体は鳶工が行うもので危険度は高いが専門職による作業であるのに対し，足場使用時は例え
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ば塗装作業者などのユーザーが足場を使用しており，この足場利用者における事故発生率が高い状況に

あります．足場利用者にとって足場は提供を受ける作業環境に過ぎず，そうした状況のなかで事故が発

生しています．したがって足場利用者が安全に使用できるように足場環境を整えることが必要であり，

適切な足場の設置計画と日々の点検により施工時の安全を確保しなければなりません． 

 

 
図４ 「足場から墜落」による死亡者の被災時の行動（平成 10 年～平成 30 年） 

 

３．事故事例 

3.1 塗装工事における事故 

最近起きた塗装工事における足場関係の事故事例に基づき，事故内容を検証していきたいと思います． 

一般に橋梁の吊足場の場合，支間部は障害物がなく標準的な形で組むことが出来ますが，橋脚部はその

形状に合わせて足場を組む必要があり，開口部などが発生しやすい箇所となります．今回の事故はその

ような場所で発生した事故事例です． 

（１）事故概要 

事故の概要を図５に示します．この事故は 2 人作業中の塗装作業員のうち，1 名が中段足場上から後

ろ向きに転落し，河川敷上に転落したという事故です．ちなみに転落した塗装作業員は左手首骨折と言

う重傷を負いましたが，かろうじて命を落とす事態には至りませんでした． 

 

 
図５ 転落事故発生状況 

 

-17-



（一社）日本橋梁・鋼構造物塗装技術協会                     第 24 回技術発表大会予稿集 
 

図６に，この作業現場で予定していた橋脚上の中段足場の計画図を示します． 

 

 
図６ 橋脚上中段足場計画図 

 

（２）事故の背景 

事故関係者からヒアリングした結果を以下に示します． 

＜現場管理者＞ 

・現場巡回等は業者任せにしており，巡回及び点検を怠っていた． 

・施工計画書に中段足場や通路端部の安全対策措置に対する記載がなかった． 

・足場内に『立入禁止』，『安全帯使用』等の注意喚起をしていなかった． 

＜塗装作業員＞ 

・高所作業時の墜落制止用器具の必要性を感じていなかった． 

・開口部付近（中段足場端部）の作業時に開口部は把握していたが，開口部を目視せず作業員同士の

声掛けもなかった． 

・引継ぎを受けた足場の始業前点検方法の不備があった．（妻部手摺の点検漏れ） 

＜足場工＞ 

・事故当時は別の場所での足場を架設中だった． 

・現場乗り込みが遅れ，元請から与えられた工程が非常にタイトであった． 

・足場組立等作業主任者から足場設置作業員に対し「手摺設置の指示」を行ったが，手摺設置は実行

されず，しかも作業主任者は確認を怠った． 

・設置された足場は塗装工に引き渡し済みであったため点検は行われず，架設中の作業に特化してし

まった． 

（３）事故の考察 

こうした背景を踏まえると，事故の要因として以下の項目が挙げられます． 

①被災者の墜落制止用器具の不使用 

②被災者の作業環境確認の不備 

③作業者間の連携伝達の不備 

④手すり等の墜落事故防止設備の取付の確認（点検）の不備 

一般に事故発生の原因の多くはヒューマンエラーと言われていますが，この事例も例外ではありませ

ん．対策として安衛則による足場の組立等作業主任者による作業の監視や，始業開始前の KY 活動によ

る安全対策の周知徹底が重要とされていますが，必ずしも機能していると言えないのが実態です．併せ
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て当事者を含めた事故関係者それぞれの立場で，足場や作業の安全に関して確認するタイミングがあっ

たにもかかわらず実施されていなかったことが大きな要因と考えられます． 

特に④に挙げたように点検者は，労働安全衛生規則第 567 条４）により足場架設後や作業前の確認を行

い，足場墜落防止設備の有無を確認し，異常があるときは補修することが義務とされていますが，それ

が疎かになっていたことが事故の大きな要因の一つだったと考えられます． 

ちなみに現在は労働安全衛生規則の一部改正５）により，2023 年 10 月 1 日から足場の点検を行う際に

は，図７のように点検者を指名することが義務付けされ，点検がより厳格化されるようになりました． 

 
図７ 労働安全衛生規則一部改正の抜粋 

 

４．吊足場の現状報告 

4.1 吊足場のシステム化 

最近は吊足場も進化しています．単管パイプと足場板を組み合わせた従来技術の吊足場から，新技術

として各制度に登録されているシステム吊足場に移りつつあります．システム吊足場には，おやご，こ

ろばし，足場板を一体的にユニット化したパネル式吊足場と，おやご，ころばしをユニット化し，強固

な床材と組み合わせたフロア型吊足場があります． 

特にシステム吊足場は，簡易な部材から組立て方もシステム化されていることから，施工面では大幅

に簡略化されており，さらに在来の吊足場と比較して安全面においても非常に優れています． 

 

4.2 主なシステム吊足場 

（１）パネル式吊足場 

パネル式吊足場は，図８及び図９に示すように，おやご・ころばし・足場板を「パネル」として一体的

にユニット化し，そのパネルを桁下フランジや高欄等から吊り下げた吊チェーンで支えて，さらに平面

上に並べて足場とするものです．写真１に実際に設置された状況を示します． 

 

 
図８ パネルの形状                 図９ パネル式吊足場 概要図 
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写真１ パネル式吊足場の現場設置状況 

 

このように非常に簡略化された吊足場ですが，シート養生が行われている場合では足場自体を直接点

検することが出来ないので，そのような場合は吊チェーンのゆるみ等を確認することで間接的に点検し，

作業時の安全な状況を常に保つことが重要です． 

 

（２）フロア型吊足場 

フロア型吊足場は，図１０に示すようにおやご・ころばしをトラス状の「床組み」としてユニット化し，

その床組上に足場板に相当する構造合板を設置するものであり，こうして作業床として「しっかりした

フロア」を形成するものです．施工方法はいくつかありますが，床の剛性を利用して張り出しの先行床

を構築し，その床を使用して吊りチェーンを設置していく先行床施工方式，さらに床の剛性が高いこと

を利用し床を地表面で地組しチェーンブロックなどで一括吊上げ施工方式があります． 

なかでも先行床施工方式は，足場設置時に作業員が身を乗り出して作業するような不安全作業が無く

なると言う大きな特徴があります．また，剛性の高い足場なので作業時の揺れ・たわみが少なく，しか

も段差も少なく強度も高いため，足場上に従来型足場と異なりある程度重量のある資材等を足場上に仮

置き出来ると言う特徴もあります．写真２に実際に設置された状況を示します． 

 
図１０ フロア型吊足場 概要図     
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写真２ フロア型吊足場の現場設置状況 

 

このタイプの吊足場もパネル式吊足場同様に，シート養生が行われている場合は足場自体を直接点検

することが出来ないため，吊チェーンのゆるみ等を確認することで間接的に点検し，作業時の安全な状

況を常に保つことが重要です． 

 

4.3 吊足場の比較 

 従来型とシステム吊足場の比較を表１に示します．表では従来技術（単管パイプ吊足場）とパネル式

吊足場とフロア型吊足場の３種類の吊足場を比較しています． 

 

 
表１ 吊足場の比較 

 

 この表から分かるように，従来技術の吊足場は一般材を用いているため非常に経済的であり，どのよ

うな個所にでも使用できる長所はありますが，多くの単材を組み合わせているため組立解体が非常に煩
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雑で熟練工の技量に委ねていることや作業員の安全性確保に多少の難があります． 

一方，システム吊足場は組立解体が非常にコンパクトで施工性に優れており，かつ安全性に優れてい

ることが長所です．なかでもフロア型吊足場は，床組の剛性や強度が高く段差が殆ど生じないことから，

足場内の作業環境に優れ，かつ重量物を仮置き出来るなどの利点の多いのが特徴です．こうした各種吊

足場の特徴を踏まえて，実際の施工現場では適材適所で使用を決めることが重要です． 

 

５．発注者の動き 

5.1 高速道路会社の動き 

吊足場に関しては，各高速道路会社も多発する吊足場からの墜落災害に対応するため，独自に現場調

査及び検証を行い，その対応方針を打ち出し始めています． 

東日本高速道路㈱の土木工事共通仕様書６）を一例として挙げれば，「吊足場に使用する材料は（中略）

ユニット化されたものを使用しなければならない」として作業者の事故低減に関する施策としてユニッ

ト足場を使用することが決められています． 

 

5.2 国土交通省の動き 

国土交通省においては，図 11 に示すように NETIS（新技術活用情報システム：登録技術数 2,873 件）

には，いわゆる VE（有用な技術：218 件，登録の 1 割弱）の中から特に効果があると思われるものに対

して「新技術システム検討会議への推薦制度」があり，ここで評価がされたものは「推奨・準推奨技術

（公共工事等に関する技術の水準を一層高めるために選定された画期的な技術）」と評価されます． 

 

 

図 11 有用な新技術の選定の流れ７） 

出展：国土交通省ホームページ 

URL https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001612995.pdf 
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現在，この中には多くの新技術が推薦されていますが，その一つとしてシステム吊足場関連技術が選

定されています．また，図 12 に示すように国土交通省道路局より「令和 5 年度から現場実装する技術」

が発表されましたが，そこに記載された様々な技術（10 技術記載）のなかに「橋梁工事における新技術

の足場の活用促進」が記載されております． 

仮設に関する記載はこれまでにない初めてのことであり，これにより国土交通省の直轄工事において

も，橋梁工事で使用する足場については総合的に評価して選定することと言及されており，これにより

国土交通省においても，近い将来にはシステム吊足場の標準化がなされることを期待しています． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 国土交通省第 8 回道路技術懇談会資料の抜粋８） 
                                             出展：国土交通省道路局ホームページ 

URL https://www.mlit.go.jp/road/ir/ir-council/dourogijutsu.pdf 
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６．まとめ 

構造物のメンテナンスの時代に入り，仮設は不可欠なものとなっています．構造物の補修・補強に際

して仮設の多くは新設時には考慮されていなかったものであり，作業の実施内容や作業者に合わせ求め

られる仕様が個々に異なっております． 

こうした状況に対応するために，仮設に興味を持ち理解することで安全に使用する術を知り，有効に

活用していく必要があり，それらを実現するために様々な取り組み（動き）が進められています． 

 

(1) 全国仮設安全事業協同組合では，資格者の育成，安全点検の実施，安全な安心な仮設の普及および

研修を進めています． 

(2) 足場からの墜落事故は足場使用者に多く発生しており，足場使用者に安全な作業環境を提供するこ

とが求められています． 

(3) 事故発生の原因の多くはヒューマンエラーであり，それを防ぐための施策の実施の徹底が求められ

ていますが，併せて適時の安全点検が重要となります．（足場の点検を行う際には，点検者を指名す

ることを義務付けられた） 

(4) 吊足場も在来からの吊足場の他に，ユニット式吊足場としてパネル式吊足場，フロア型吊足場が普

及してきています．作業内容にあわせて施工性・安全性・経済性を総合的に評価し，適したものを

選択することが重要です． 

(5) 高速道路各社は，例えば東日本高速道路㈱のようにシステム化された吊足場について，土木工事仕

様書において使用を原則化するようになりました． 

(6) 国土交通省は，新しい仮設システムの普及を図るため新技術活用情報システム（NETIS）での評価

や，現場実装する技術として仮設を取り上げ，その活用促進に努めている状況にあります． 

 

特に塗装業界では施工内容が進化し，それに見合った性能を有する仮設が求められているのではない

でしょうか．適した仮設を選択することは仮設への理解を進め，皆さんの作業効率に直結するだけでな

く安全にも直結します．そして皆さんが仮設を考える時，共に考え少しでもお手伝いが出来れば幸いと

考えています． 

 

 

参考文献 

1) 厚生労働省：令和 4 年労働災害発生状況の分析等，2023 

2) 厚生労働省：労働災害発生状況，～2020 

3) 建設業労働災害防止協会：労働災害発生状況，～2020 

4) 厚生労働省：労働安全衛生規則 

5) 厚生労働省労働基準局：基発 0314 第 2 号（足場からの墜落・転落災害防止の充実に係る労働安全

衛生規則の一部を改正する省令の施行について 

6) 東日本高速道路：土木共通仕様書 

7) 国土交通省：同 HP「新技術情報活用システム（NETIS）」 

8) 国土交通省：同 HP「国土交通省 第 8 回道路技術懇談会 資料３」 

 

 

-24-


